
　

　

６
月
13
日
第
25
回
北
播
支
部
総
会
に
参

加
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
簡
単
に
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
昨
年
11
月
に
加
東
市
で
開
院
し
た

ば
か
り
で
し
て
、
初
め
て
の
北
播
支
部
総

会
参
加
で
し
た
。
今
回
参
加
い
た
し
ま
し

た
大
き
な
理
由
は
、「
医
療
機
関
の
ト
ラ

ブ
ル
対
策
～
こ
じ
ら
せ
な
い
た
め
の
処
方

箋
～
」
と
名
う
た
れ
た
尾
内
康
彦
氏
の
記

念
講
演
が
目
当
て
で
し
た
。
前
述
し
ま
し

た
と
お
り
私
自
身
は
開
院
間
も
な
い
状
態

で
、
現
状
ま
だ
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
経
験

し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
今
後
い
つ
降
り

か
か
る
こ
と
が
あ
る
や
も
知
れ
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
そ
の
際
の
備
え
に
な
れ
ば
と
の

思
い
か
ら
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

　

豊
富
な
実
践
（
実
戦
？
）
経
験
か
ら
繰

り
広
げ
ら
れ
た
、
尾
内
氏
の
軽
妙
な
ト
ー

ク
に
引
き
込
ま
れ
、
あ
っ
と
い
う
ま
の
２

時
間
と
い
う
実
感
で
し
た
。
特
に

モ
ン
ス
タ
ー
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
と
の

数
々
の
ト
ラ
ブ
ル
の
実
例
は
非
常

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
た
ぶ
ん

今
後
実
際
自
分
の
身
に
起
き
た
時

に
は
、
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
が
今
回
い
た
だ
き
ま
し

た
資
料
を
参
考
に
対
処
し
つ
つ
、

や
は
り
困
っ
た
と
き
に
は
保
険
医

協
会
に
連
絡
か
と
感
じ
た
次
第
で

す
。

　

そ
の
後
総
会
議
事
進
行
の
後
に
、

懇
親
会
に
も
出
席
し
初
対
面
の
先

生
方
と
の
歓
談
の
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
、
新
参
者
の
私
に
と
っ

て
は
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
企
画
さ
れ
た
先
生

方
、
協
会
の
関
係
者
の
方
々
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　

 

松
村　

勝

　
　（
加
東
市
・
ま
つ
む
ら
泌
尿
器
科
）

　

北
播
支
部
は
６
月
13
日
に
滝
寺
荘
で
第
25
回
総
会
を
開
催
。
25
人
が
参
加
し
、

２
０
０
８
年
度
活
動
報
告
と
２
０
０
９
年
度
活
動
方
針
を
承
認
し
た
。
ま
た
役
員
が
改

選
が
行
わ
れ
、
新
支
部
長
に
中
村
正
樹
先
生
（
三
木
市
）
を
選
出
し
た
。

　

総
会
記
念
企
画
で
は
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
の
尾
内
康
彦
氏
が
、「
医
療
機

関
の
ト
ラ
ブ
ル
対
策
―
こ
じ
ら
せ
な
い
た
め
の
処
方
箋
」
と
題
し
て
講
演
。
近
年
の
ト

ラ
ブ
ル
増
加
の
背
景
を
詳
し
く
解
説
し
な
が
ら
、
個
別
の
事
例
に
基
づ
い
て
対
応
に
際

し
て
の
心
が
け
や
方
法
を
紹
介
し
た
。
参
加
者
か
ら
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。
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尾内康彦氏が講演

25 人が参加し、熱心に学習した 前年度の活動と今年度の方針を報告、決定した
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【
感
想
文
】



２
０
０
９
年
度
活
動
方
針

１
、
会
員
に
身
近
な
テ
ー
マ
で
研
究
会
や
会
員
懇
談
会
を
開
催
す
る
。

２
、
市
民
公
開
講
演
会
を
開
催
す
る
。

３
、
職
員
接
遇
研
修
会
を
開
催
す
る
。

４
、
会
員
へ
の
迅
速
で
役
に
立
つ
医
療
情
報
の
提
供
と
、
病
診
連
携
の
前
進
や
、
保
険
で
よ
い
医
療
を
目
指
す
地
域
で
の
様
々
な
取
り

　
　

組
み
を
行
う
。

５
、
協
会
活
動
や
理
事
会
へ
の
参
加
を
可
能
な
限
り
強
め
る
。

６
、
支
部
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
。

７
、
青
野
原
病
院
の
存
続
・
充
実
さ
せ
る
会
な
ど
関
係
団
体
と
の
協
力
共
同
を
す
す
め
る
。

８
、
支
部
世
話
人
会
に
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
会
員
へ
の
呼
び
か
け
を
広
げ
る
。

２
０
０
８
年
度
活
動
報
告

１
、
第
24
回
支
部
総
会
は
佐
藤
庸
安
税
理
士
を
招
い
て
「
税
理
士
さ
ん
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
行
い
、

　
　

13
人
が
参
加
し
た
。
懇
親
会
で
は
佐
藤
税
理
士
を
交
え
質
疑
応
答
、
会
員
同
士
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
顧
問
税
理
士

　
　

の
契
約
内
容
や
顧
問
料
な
ど
に
つ
い
て
事
前
に
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
支
部
ニ
ュ
ー
ス
で
報
告
し
た
。

２
、
職
員
接
遇
研
修
会
は
水
原
道
子
先
生(

大
手
前
短
期
大
学
准
教
授)

を
招
き
「
接
遇
の
基
本
と
ク
レ
ー
ム
へ
の
対
応
」
を
テ
ー

　
　

マ
に
10
月
に
開
催
、
16
医
療
機
関
か
ら
44
人
が
参
加
し
た
。「
日
頃
の
業
務
を
振
り
返
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
」
と
の
感
想　
　

　
　

が
寄
せ
ら
れ
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
寄
与
で
き
た
。

３
、
毎
年
恒
例
の
市
民
講
演
会
は
北
嶋
直
人
先
生(

市
立
加
西
病
院
消
化
器
科
部
長)

を
招
き
、「
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
の
お
話
」

　
　

を
テ
ー
マ
に
11
月
に
開
催
し
た
。
会
員
を
通
じ
た
宣
伝
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
市
役
所
広
報
な
ど
宣
伝
を
工
夫
し
、
60
人
の　

　
　

市
民
が
参
加
。
実
際
に
治
療
を
し
て
い
る
市
民
か
ら
切
実
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
え
た
。

４
、
医
療
安
全
管
理
研
修
会
は
、「
外
来
で
の
医
療
安
全
管
理
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
後
藤
元
子
氏(

高
砂
市
民
病
院
看
護
課
長)

を
招

　
　

き
３
月
に
開
催
、
24
医
療
機
関
か
ら
60
人
が
参
加
し
た
。

５
、
兵
庫
青
野
原
病
院
の
存
続
・
充
実
さ
せ
る
会
と
共
催
し
て
、「
映
画
『
シ
ッ
コ
』
上
映
と
地
域
医
療
を
考
え
る
集
い
」
を
11
月   

　
　

に
開
催
、
55
人
が
参
加
し
た
。
武
村
副
理
事
長
が
「
地
域
医
療
崩
壊
の
危
機
と
住
民
運
動
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

６
、
自
主
共
済
制
度
の
保
険
業
法
適
用
見
直
し
を
求
め
る
請
願
を
支
部
役
員
が
手
分
け
し
て
市
町
議
会
に
行
い
、
５
市
１
町
の
全
議

　
　

会
で
意
見
書
が
採
択
さ
れ
た
。

７
、
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
に
田
渕
光
支
部
長
が
参
加
、
保
険
医
新
聞
に
参
加
記
が
掲
載
さ
れ
た
。

８
、
兵
庫
保
険
医
新
聞
２
０
０
９
年
新
年
号
「
支
部
だ
よ
り
」
に
は
、
柳
井
映
二
世
話
人
が
寄
稿
し
た
。

９
、
支
部
ニ
ュ
ー
ス
は
７
回
発
行
し
た
。

10
、
世
話
人
会
は
11
回
開
き
、
日
常
診
療
や
医
療
情
勢
の
情
報
交
流
、
支
部
活
動
の
企
画
、
運
営
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

支部会員のみなさまへ

北播支部世話人会に

お気軽にご参加ください
最新の医療情勢の紹介と意見交換、日常診療の工夫や

交流など、ざっくばらんな集まりです。ぜひご参加く

ださい。

日時：２００９年７月 15 日（水）

会場：小野市・加東市医師会館
参加希望・お問い合わせは
TEL：078-393-1817　FAX：078-393-1802
担当事務局 納富 ( ﾉｳﾄﾐ )・石本まで

【支部総会・記念企画について】
記念講演の内容は大変良かった。••
昔なら仲間内で相談を受けていたが、最近では保険医••
協会の役割が大きくなっている。

【日常診療について】
インフルエンザをめぐる行政の対応がきわめて不徹底••
になっている。

【今後の支部企画について】
今年度の企画として、会員懇談会、市民公開講座、医••
療安全管理研修 ( 院内感染対策 )、職員接遇研修会を予
定する。日程やテーマなど、今後具体化していく。
市民公開講座は講師が選定できればインフルエンザを••
テーマに 10 月～ 11 月に開催してはどうか。

北
播
支
部
２
０
０
８
年
度
活
動
報
告
と
２
０
０
９
年
度
活
動
方
針

世話人会だより
2009 年６月 17 日

（２）　　２００９年７月１５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可）　号外


